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縮
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。
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巻頭言

「未来を拓く」令和４年年頭ご挨拶
鉄道・運輸機構 理事長代理　平野 邦彦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
小
康
を
保
ち
、
故
郷
で
ゆ
っ
く
り
と
お

過
ご
し
に
な
っ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
抱
負
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
、
J
R
T
T
の
パ
ー
パ
ス（
存
在
意
義
）
は
、

鉄
道
・
内
航
海
運
の
イ
ン
フ
ラ
を
通
じ
て
、
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
は
、
こ
の
パ
ー
パ
ス
の
原
点
に
立
ち
、
足
元
を

見
つ
め
直
し
、自
ら
の
在
り
方
を
再
構
築
し
、再
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
し
た
。

　

九
州
・
北
陸
新
幹
線
新
駅
見
学
会
に
参
加
い
た
だ
い

た
多
く
の
方
々
か
ら〝
新
幹
線
に
乗
っ
て
遠
い
所
へ
行
っ

て
み
た
い
〞、〝
新
し
い
駅
舎
に
感
動
し
た
〞
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
皆
様
方
の
熱
い

〝
思
い
〞
に
し
っ
か
り
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

検
証
委
員
会
（
※
）
よ
り
指
摘
い
た
だ
い
た
点
を
踏

ま
え
、
発
表
い
た
し
ま
し
た
『
鉄
道
・
運
輸
機
構
改
革

プ
ラ
ン
』
を
職
員
一
丸
と
な
り
、
着
実
に
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
の
本
格
実
施
に
よ
り
、

私
達
、J
R
T
T
が
目
に
見
え
る
形
で
変
わ
っ
た
〝
元

年
〞
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
ま
で

の
や
り
方
を
深
掘
り
し
、
変
え
て
い
く
「
深
化
」
と
、

新
し
い
事
へ
挑
戦
し
、
前
に
進
め
て
い
く
「
進
化
」
の

２
つ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
D
X
を
活
用
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
改
革
」、「
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
」、

「
S
D
G
s
の
取
り
組
み
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
」、「
海

外
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
と
な
る
記
念
す
べ

き
年
で
す
。

　

九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
が
秋
に
開
業

を
迎
え
、
ま
た
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
建
設
工
事
が
完

成
す
る
大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
、
北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
沿
線

自
治
体
・
J
R
の
皆
様
と
連
携
し
、
着
実
に
建
設
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
技
術
を
活
か
し
た
海
外
高
速
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
鉄
道
事
業
者
へ
の
施
設
整
備
等
の
支

援
、
J
R
北
海
道
・
J
R
四
国
・
J
R
貨
物
へ
の
経

営
自
立
支
援
、
そ
し
て
環
境
負
荷
を
低
減
し
、
船
員
の

労
働
環
境
に
資
す
る
船
舶
の
建
造
推
進
等
、
皆
様
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
ま
た
S
D
G
s

の
達
成
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
達
、
J
R
T
T
は
、
社
会
経
済
の
大
き
な
変
化

を
見
据
え
、
皆
様
方
の
負
託
に
お
応
え
し
て
い
く
た
め

に
、
自
ら
を
変
え
、
前
に
踏
み
出
し
、
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
※
）
国
土
交
通
省
の
北
陸
新
幹
線
の
工
程
・
事
業
費
に
関
す
る
検
証
委
員
会
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北
陸
新
幹
線
（
高
崎
・
長
野
間
）
は
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
（
当
時
は
鉄
道
公
団
）
が
整
備
し
、
平
成
９
年
10

月
１
日
に
開
業
さ
せ
た
区
間
。
か
つ
て
信
越
本
線
は
、

群
馬
・
長
野
県
境
に
碓う

す
い氷
峠
が
立
ち
は
だ
か
る
交
通
の

難
所
だ
っ
た
。
上
野
・
長
野
間
は
、
特
急
「
あ
さ
ま
」
で

最
速
2
時
間
39
分
。
現
在
は
北
陸
新
幹
線
「
か
が
や
き
」

が
最
速
1
時
間
19
分
と
、
所
要
時
間
を
在
来
線
時
代
の

ほ
ぼ
半
分
に
縮
め
た
。
軽
井
沢
や
上
田
と
い
っ
た
東
信

地
方
は
首
都
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
、

今
で
は
首
都
圏
の
通
勤
圏
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
か
ら
24

年
、
新
幹
線
通
勤
が
定
着
し
て
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

が
確
立
し
つ
つ
あ
る
、
同
区
間
を
旅
し
た
。

８
０
０
人
が
暮
ら
し
を
楽
し
む

定
住
型
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

　

朝
７
時
台
の
高
崎
駅
上
り
新
幹
線
ホ
ー

ム
は
、
通
勤
・
通
学
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

上
越
新
幹
線
「
た
に
が
わ
」
や
北
陸
新
幹

線
「
あ
さ
ま
」
が
到
着
す
る
た
び
に
、
多
く

の
人
が
車
内
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

　

新
幹
線
通
勤
が
す
っ
か
り
定
着
し
た
高

崎
駅
下
り
ホ
ー
ム
か
ら
、
8
時
22
分
発
「
あ

さ
ま
６
０
３
号
」
で
出
発
し
よ
う
。
こ
ち
ら

は
座
席
に
余
裕
が
あ
る
。
郊
外
に
出
た
と
こ

ろ
で
上
越
新
幹
線
と
分
か
れ
、
右
に
榛は

る
な名

山
、
左
前
方
に
妙
義
山
を
見
て
榛
名
山
麓

の
丘
陵
地
を
通
過
す
る
。
２
４
８
８
ｍ
の
里

見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
わ
ず
か
９
分
で

安
中
榛
名
駅
に
到
着
だ
。

　

安
中
榛
名
駅
は
、
群
馬
県
安
中
市
北
部

に
あ
る
駅
だ
。
市
街
地
ま
で
は
５
㎞
ほ
ど
離

特
集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

首都圏・長野間の大幅な時間短縮を実現。
人々の生活が大きく変わった  

 文・写真：柿岡 圭

朝の高崎駅発車表示板

高崎駅（上）と朝の乗車風景（右）

新幹線初の斜張橋である
第二千曲川橋りょう
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れ
て
お
り
、
１
日
の
平
均
乗
車
人
数
は
２
８

５
人
（
令
和
元
年
度
）
と
、
北
陸
新
幹
線

の
駅
で
は
最
も
少
な
い
。
開
業
当
初
は
駅
周

辺
に
何
も
な
く
、「
新
幹
線
の
秘
境
駅
」
と

言
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
今
は
、
駅
前
の

秋
間
み
の
り
が
丘
に
全
国
初
と
な
る
新
幹

線
駅
前
の
定
住
型
リ
ゾ
ー
ト
シ
テ
ィ
「
び
ゅ

う
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
安
中
榛
名
」
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
駅
周
辺
約
48
・
７

ha
の
土
地
を
開
発
し
た
も
の
で
、
令
和
3

年
10
月
現
在
、
３
３
７
世
帯
７
８
３
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。

　

駅
は
標
高
約
３
０
０
ｍ
の
高
台
に
あ
る
。

住
宅
街
は
緩
や
か
な
南
向
き
の
斜
面
に
広

が
っ
て
お
り
、
駅
前
の
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
に

立
つ
と
、
妙
義
山
を
背
景
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
む
人
々
が
見
え
た
。
住
宅
街
に
は
暖

炉
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
備
え
た
家
や
リ
バ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
が
置
か
れ
た
家
、
あ
る
い
は
庭

に
天
体
望
遠
鏡
を
備
え
た
家
な
ど
が
あ
り
、

住
民
が
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

１
時
間
余
り
散
策
を
楽
し
み
安
中
榛
名

駅
に
戻
る
と
、
売
店
が
開
い
て
い
た
。「
峠

の
釜
め
し
」
で
有
名
な
お
ぎ
の
や
の
売
店

だ
。
き
っ
ぷ
売
場
の
上
に
は
、
地
元
の
子
ど

も
達
が
描
い
た
電
車
の
塗
り
絵
が
掲
示
さ

れ
、
改
札
横
に
は
日
本
初
の
マ
ラ
ソ
ン
と
言

わ
れ
る
「
安あ

ん
せ
い
と
お
あ
し

政
遠
足
」（
安
中
藩
の
家
臣
が

安
中
城
か
ら
碓
氷
峠
ま
で
走
っ
た
競
技
）
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
小
さ
い
な
が
ら
も
工
夫

が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
楽
し
い
駅
だ
。

群
馬
・
長
野
県
境
の

碓
氷
峠
を
軽
々
と
越
え
る

　

10
時
52
分
発
「
あ
さ
ま
６
０
７
号
」
に

熊
谷

本
庄
早
稲
田

高
崎

安
中
榛
名

糸
魚
川黒

部
宇
奈
月
温
泉

富
山

新
高
岡金

沢
軽
井
沢

佐
久
平

東京

上野

大宮

長野

上田

飯山

上越妙高

昭和48年11月 

平成元年 11月
平成3年　8月
平成9年10月
平成10年　2月
　
平成10年　3月　
平成17年　4月
平成18年　4月
平成24年　6月
平成27年　3月
平成28年12月

平成29年　3月

令和 5年度末

乗
っ
て
軽
井
沢
へ
。
秋
間
ト
ン
ネ
ル
（
８
２

９
５
ｍ
）、
一
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
（
６
１
６
５

ｍ
）、碓
氷
峠
ト
ン
ネ
ル（
６
０
９
２
ｍ
）
と
、

三
つ
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を
連
続
30
パ
ー
ミ
ル

（
‰
）
の
勾
配
（
１
０
０
０
ｍ
進
む
ご
と
に

30
ｍ
の
高
低
差
）
で
通
過
し
、
群
馬
・
長
野

県
境
の
碓
氷
峠
を
越
え
る
。
標
高
差
約
5

５
０
ｍ
の
碓
氷
峠
は
、
昔
か
ら
信
濃
へ
向
か

う
人
々
を
阻
む
難
所
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
片
勾
配

で
あ
る
た
め
、
ど
う
に
か
し
て
こ
の
高
低
差

を
登
ら
な
く
て
は
長
野
県
に
入
れ
な
い
。
従

来
の
新
幹
線
の
規
格
は
最
大
勾
配
15
‰
だ

が
、
こ
れ
で
は
軽
井
沢
ま
で
に
登
り
切
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
30
‰
の
連
続

勾
配
に
対
応
で
き
る
車
両
の
開
発
が
進
め

ら
れ
、
約
20
㎞
に
及
ぶ
連
続
30
‰
区
間
が

設
け
ら
れ
て
軽
井
沢
駅
乗
り
入
れ
が
実
現

し
た
。

安中榛名駅のホーム

都心方面への通勤利用も多い安中榛名駅

安中榛名駅の窓口。子ども達に
よる塗り絵が展示されている
（上）。「あさま」の旅といえば
今も昔も峠の釜めし（左）

安中榛名駅前に整備されたパノラマパークと秋間みのりが丘
（びゅうヴェルジェ安中榛名の町名）

軽井沢駅橋上駅舎。観光客も戻りつつある

特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

◆北陸新幹線路線図

◆北陸新幹線の歩み
全国新幹線鉄道整備法に基づき
北陸新幹線の整備計画を決定
高崎・軽井沢間工事着手
軽井沢・長野間工事着手
高崎・長野間開業
長野冬季オリンピック・パラリ
ンピック開催
長野・上越間工事着手 
富山・金沢間工事着手
長野・金沢間全区間認可
金沢・敦賀間工事着手
長野・金沢間開業
敦賀・京都間のルート決定
（小浜・京都ルート）  
京都・新大阪間のルート決定
（南回りルート）
金沢・敦賀間完成予定
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秋
間
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
は
、
掘

削
履
工
併
進
工
法
（
Ｅ
Ｃ
Ｌ
工
法
）

が
新
幹
線
と
し
て
初
め
て
導
入
さ

れ
た
。
こ
れ
は
掘
削
と
同
時
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
一
次
覆
工
を
行
う
工
法

で
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
も
効
率
的
な

施
工
が
可
能
と
な
っ
た
。
秋
間
ト
ン

ネ
ル
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、
そ
の
後

よ
り
経
済
性
と
施
工
性
が
向
上
し

た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
工
法
に
進
化
し
、
東
北

新
幹
線
や
北
海
道
新
幹
線
の
建
設

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

峠
の
釜
め
し
を
食
べ
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
と
、
視
界
が
開
け
て
軽
井
沢

駅
に
到
着
し
た
。
全
国
有
数
の
避
暑
地
と

し
て
知
ら
れ
る
軽
井
沢
は
、
標
高
約
１
０
０

０
ｍ
。
新
幹
線
の
開
業
と
前
後
し
て
駅
南
口

に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、

今
で
は
日
帰
り
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
リ

ゾ
ー
ト
地
だ
。
Ｊ
Ｒ
軽
井
沢
駅
に
隣
接
す

る
、
し
な
の
鉄
道
軽
井
沢
駅
旧
駅
舎
口
は
、

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
に
建
て
ら
れ
、
新

幹
線
開
業
時
に
取
り
壊
さ
れ
た
駅
舎
を
復

元
し
た
も
の
。
ホ
ー
ム
に
は
、
か
つ
て
碓
氷

峠
を
越
え
た
E
C
40
形
ア
プ
ト
式
機
関
車

と
、
E
F
63
形
電
気
機
関
車
が
保
存
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ア
プ
ト
式
と
は
、
軌
道
中
央

に
歯
状
レ
ー
ル
（
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
）
を
設
置

し
、
機
関
車
側
の
歯
車
（
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ア
）

と
噛
み
合
わ
せ
て
急
勾
配
を
登
る
方
式
で
、

碓
氷
峠
で
は
昭
和
38
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

　

車
を
借
り
て
、
ア
プ
ト
式
鉄
道
の
遺
構

を
見
に
行
こ
う
。
軽
井
沢
駅
前
か
ら
国
道

18
号
を
東
へ
5
分
も
走
る
と
、
突
然
県
境

と
つ
づ
ら
折
り
の
険
し
い
峠
道
が
始
ま
る
。

１
５
０
も
の
カ
ー
ブ
を
越
え
、
明
治
25
（
１

８
９
２
）
年
竣
工
の
碓
氷
第
三
橋
り
ょ
う
に

到
着
。
２
０
０
万
個
も
の
レ
ン
ガ
を
使
っ
た

国
内
最
大
級
の
レ
ン
ガ
造
鉄
道
橋
だ
。
碓

氷
峠
は
明
治
の
鉄
道
技
術
の
粋
を
尽
く
し

て
乗
り
越
え
た
難
所
だ
っ
た
。
そ
の
北
側
を

貫
く
ト
ン
ネ
ル
を
、
北
陸
新
幹
線
は
時
速

２
６
０
㎞
で
軽
や
か
に
通
過
す
る
。
こ
の
路

線
を
毎
日
東
京
へ
の
通
勤
に
使
っ
て
い
る
人

が
い
る
と
聞
い
た
ら
、
明
治
の
鉄
道
人
は
ど

ん
な
顔
を
す
る
だ
ろ
う
。

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
、

橋
り
ょ
う
を
渡
る

　

軽
井
沢
に
戻
り
、
14
時
17
分
発
の
「
あ

さ
ま
６
１
３
号
」
に
乗
車
し
た
。
ま
ず
は

明
る
い
う
ち
に
長
野
ま
で
乗
り
通
し
て
み
よ

う
。
車
窓
右
手
に
見
事
な
浅
間
山
が
広
が
っ

た
。
佐
久
平
駅
を
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
左
手

に
蓼た

て
し
な科
山
と
八
ヶ
岳
が
現
れ
る
。
妙
義
山
、

榛
名
山
、
浅
間
山
と
、
北
陸
新
幹
線
は
多

数
の
名
山
を
鑑
賞
で
き
る
路
線
だ
。
こ
こ

か
ら
北
陸
新
幹
線
は
千
曲
川
を
3
度
渡
る
。

二
つ
め
の
第
二
千
曲
川
橋
り
ょ
う
は
、
鉄
道

橋
と
し
て
は
日
本
初
と
な
る
全
長
２
７
０
ｍ

の
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
だ
。
主
塔
と
橋
桁
を
ケ
ー

ブ
ル
で
直
結
し
た
吊
り
構
造
の
橋
で
、
上
田

ハ
ー
プ
橋
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

上
田
駅
の
前
後
で
は
左
手
に
千
曲
川
が

寄
り
添
う
。
上
田
駅
を
発
車
し
、
高
崎
・

長
野
間
で
最
も
長
い
五
里
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル

（
１
万
５
１
７
５
ｍ
）へ
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

開
業
当
時
日
本
で
５
番
目
に
長
い
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
だ
っ
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
４
カ
月
前
で
あ
る
平
成
９
年
10
月
の
開

業
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
わ
ず
か
36
カ
月

明治時代創建の旧駅舎の一部部材を使って復元した、しなの鉄道軽井沢駅 旧ホームに保存展示されている国鉄時代の車両達

国の重要文化財に登録された旧信越本線碓氷
第三橋りょう

軽井沢・佐久平間では車窓から浅間山がよく見える

急速施工が実施された五里ケ峯トンネル
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で
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
最
新
の

高
速
施
工
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
１
カ
月
平

均
１
５
０
ｍ
の
速
度
で
掘
削
し
た
と
い
う
か

ら
す
ご
い
。

　

五
里
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
千
曲

川
と
犀さ

い
が
わ川
を
渡
り
、
14
時
47
分
長
野
駅
に

到
着
。
折
り
返
し
「
あ
さ
ま
６
２
２
号
」
と

な
る
の
で
、
上
り
14
番
ホ
ー
ム
に
入
る
。

　

長
野
駅
は
、
蕎そ

ば
ど
こ
ろ

麦
処
信
州
の
中
心
だ
け

あ
っ
て
、
駅
構
内
に
４
軒
も
の
駅
そ
ば
店
が

あ
る
。
13・14
番
ホ
ー
ム
の
店
は
ず
ば
り「
新

幹
線
そ
ば
店
」。
山
菜
そ
ば
は
、
地
元
栄
村

で
収
穫
さ
れ
た
山
ウ
ド
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
旨

煮
を
使
っ
て
お
り
ひ
と
味
違
う
。

　

山
菜
そ
ば
を
食
べ
て
、
発
着
す
る
新
幹

線
や
待
合
室
に
飾
ら
れ
た
旧
長
野
駅
の
陶

板
壁
画
な
ど
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
早
く

も
日
が
暮
れ
て
き
た
。
善
光
寺
口
の
柱
に
掲

げ
ら
れ
た
、「
縁
」
と
書
か
れ
た
提
灯
に
明

か
り
が
灯
る
の
を
見
届
け
、１
日
を
終
え
た
。

新
幹
線
通
勤
は

カ
フ
ェ
で
過
ご
す
よ
う
な
気
分

　

翌
日
は
、
朝
7
時
に
上
田
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
上
田
は
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
も
呼
ば

れ
る
歴
史
あ
る
ま
ち
で
、
真
田
家
の
城
下
町

と
し
て
も
発
展
し
た
。
上
田
駅
の
フ
ァ
サ
ー

ド
は
「
蔵
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

壁
面
に
並
ぶ
真
田
六
文
銭
を
表
し
た
照
明

が
美
し
い
。
真
田
氏
ゆ
か
り
の
上
田
城
址
公

園
も
徒
歩
圏
内
だ
。

　

上
田
か
ら
も
、
多
く
の
人
が
新
幹
線
で

高
崎
・
東
京
方
面
へ
出
か
け
て
い
く
。
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
を
観
察
し
、
車
で
五
里
ケ
峯
ト
ン

ネ
ル
や
第
二
千
曲
川
橋
り
ょ
う
を
撮
影
し

て
か
ら
佐
久
平
駅
へ
向
か
う
。

待合室には旧長野
駅舎の壁画がある

17時頃から提灯に明かりが灯る長野駅

長野駅名物の駅そば（下りホームは閉
業）。地元の山菜などを使う

長野駅の 14番ホーム

特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後
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佐
久
盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
佐
久
平

駅
は
、
北
陸
新
幹
線
の
中
で
も
定
期
券
利

用
者
が
多
い
駅
だ
。
令
和
元
年
度
の
１
日

平
均
定
期
乗
車
人
数
は
１
０
６
２
人
。
利

用
者
の
約
4
割
が
定
期
券
客
だ
。

　

佐
久
市
は
、
北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
上

信
越
自
動
車
道
や
国
道
１
４
０
号
な
ど
が

集
ま
る
交
通
の
要
衝
だ
。
医
療
機
関
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
周
辺
の
小

諸
市
や
御
代
田
町
な
ど
と
と
も
に
、
都
会

か
ら
の
移
住
先
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

以
前
は
現
地
で
の
就
労
が
移
住
の
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
た
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し

た
現
在
は
、
在
宅
勤
務
と
新
幹
線
通
勤
を

組
み
合
わ
せ
、
首
都
圏
の
企
業
に
勤
め
な

が
ら
移
住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
生
活
を
送
る
一
人
、
小
諸
市
在
住

の
小
山
剛
さ
ん
を
訪
ね
た
。
東
京
都
内
の
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
住
宅
を
企
画
・
販
売
す

る
企
業
に
勤
め
る
2
児
の
父
。
平
成
25
年

に
一
家
で
神
奈
川
県
か
ら
移
り
住
み
、
佐
久

平
駅
か
ら
新
幹
線
通
勤
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
結
婚
し
て
、
住
ま
い
を
ど
う
す
る
か
と

考
え
た
時
に
、
新
幹
線
通
勤
と
い
う
言
葉

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
小
諸
は
妻
の
故

郷
で
、
私
も
地
方
出
身
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

よ
り
は
戸
建
て
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
首
都
圏
で
庭
付
き
の
一

戸
建
て
を
買
お
う
と
す
る
と
、
通
勤
時
間

に
相
当
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
」（
小
山
さ
ん
）

　

同
じ
長
時
間
通
勤
な
ら
、
新
幹
線
で
小

諸
か
ら
通
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
試
し
に
週
末
を
奥
さ
ん
の
実
家
で
過
ご

し
、
月
曜
に
新
幹
線
で
通
勤
し
て
み
た
。
渋

谷
の
オ
フ
ィ
ス
ま
で
は
２
時
間
余
り
か
か
っ

た
が
、

　
「
満
員
電
車
に
１
時
間
乗
る
よ
り
も
、
は

る
か
に
楽
で
し
た
。
会
社
か
ら
の
理
解
も
得

ら
れ
、平
成
25
年
５
月
に
小
諸
へ
移
住
し
て
、

新
幹
線
通
勤
を
始
め
ま
し
た
」

　

毎
朝
、
６
時
40
分
頃
に
車
で
自
宅
を
出

て
、
佐
久
平
駅
7
時
過
ぎ
の
「
あ
さ
ま
」
に

乗
る
。
8
時
半
頃
東
京
駅
に
到
着
し
、
山

手
線
で
渋
谷
へ
。
オ
フ
ィ
ス
に
は
9
時
前
に

着
く
。

　
「
車
内
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
メ
ー
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
日
や
る
べ

き
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
必
ず
座
れ
ま
す

か
ら
、
出
勤
前
に
カ
フ
ェ
で
過
ご
す
よ
う
な

気
分
で
す
ね
」

　

帰
り
は
、早
け
れ
ば
19
時
半
の
「
あ
さ
ま
」

に
乗
っ
て
、
自
宅
に
は
21
時
頃
着
く
。
ち
ょ

う
ど
子
ど
も
達
が
寝
る
支
度
を
し
て
い
る

頃
で
、
少
し
遊
ぶ
時
間
も
作
れ
る
。
通
勤

費
は
、
駐
車
場
代
な
ど
一
部
が
自
己
負
担
と

な
っ
た
が
、
首
都
圏
で
一
戸
建
て
を
買
う
こ

と
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
負
担
で
は
な
い

そ
う
だ
。

　
「
終
電
が
22
時
過
ぎ
と
早
い
の
で
す
が
、

そ
の
ぶ
ん
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
」

　

平
日
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、
移
住
す
る
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
小
山

さ
ん
。
一
方
で
、
休
日
の
過
ご
し
方
は
大
き

く
変
わ
っ
た
と
い
う
。

　
「
小
諸
の
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
に
関

わ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。住
ん
で
み
る
と
、

佐久平駅併設の佐久プラザ

上田駅付近を走行する「あさま」

上田駅から近い上田城址

真田六文銭の意匠が施された上田駅

真田六文銭の意匠が施された上田駅



小
諸
に
は
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
面
白
い
人
が
、
若
い
人
を
含
め
て
大
勢
い

た
ん
で
す
」

首
都
圏
と
地
方
の
人
を
つ
な
げ
る

新
幹
線

　

あ
る
時
、
た
ま
た
ま
誘
わ
れ
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
地
元
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

が
広
ま
っ
た
。行
政
と
民
間
有
志
が
連
携
し
、

小
諸
で
創
業
し
た
い
人
に
空
き
店
舗
を
紹

介
す
る
「
お
し
ゃ
れ
田
舎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
小
諸
駅
前
の
遊
休
地
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
子
ど
も
達
の
遊
び
場
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
た
「
ま
ち
タ
ネ
広
場
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

る
。
小
諸
か
ら
首
都
圏
に
勤
務
し
、
地
方

の
こ
と
も
都
会
の
こ
と
も
分
か
る
小
山
さ
ん

は
、
今
や
小
諸
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
存
在
だ
。

　

も
っ
と
も
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

勤
務
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
だ
。
緊
急

事
態
宣
言
中
は
、
完
全
に
在
宅
勤
務
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
「
最
初
は
、
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た

の
で
便
利
な
時
代
に
な
っ
た
な
と
思
う
反

面
、
同
僚
な
ど
と
の
雑
談
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
に
く
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
あ
る

程
度
オ
フ
ィ
ス
に
通
う
こ
と
は
必
要
な
の
だ

と
気
が
付
き
ま
し
た
」

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
現
在
は
、

週
２
回
程
度
東
京
に
通
っ
て
い
る
小
山
さ

ん
。
現
在
は
、
小
諸
に
移
住
を
希
望
す
る

人
向
け
の
新
し
い
住
宅
を
企
画
し
て
い
る
。

南
向
き
の
緩
斜
面
を
利
用
し
、
共
同
農
園

な
ど
も
備
え
た
住
宅
地
で
、
建
物
の
密
度

は
通
常
の
建
売
住
宅
の
半
分
程
度
。
首
都

圏
の
会
社
に
勤
め
た
ま
ま
、
美
し
い
自
然
と

歴
史
に
囲
ま
れ
た
小
諸
ら
し
い
生
活
を
実

現
で
き
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
住
ま
い
は
都

心
で
な
く
て
も
よ
い
と
気
付
く
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
で
も
、
北
陸
新
幹
線
の
よ
う
な

都
会
と
直
結
す
る
高
速
鉄
道
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
理
想
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
私
も
、
新
幹
線
に
よ
っ
て
人
生
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
」

　

小
山
さ
ん
の
話
を
伺
う
う
ち
に
、
小
諸

を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
。
急
き
ょ
市
内
に

おしゃれ田舎プロジェクトでオープンしたサイフォンコーヒーカ
フェ彩本堂

小諸駅にオープン
した「小諸駅のま
ど」

奥さんの故郷である小諸で充実した日々を送る小山さんご一家
（上）。リモートワークを行う小山さん（下）

新幹線が停車せず心配された小諸ながら、小山さんを含めた若
い人たちのまちづくり活動が活発。無料の電動カートによる市
内観光の実証実験も行われている
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特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

宿
泊
し
、
翌
日
小
諸
市
内
を
散
策
し
て
み

た
。
し
な
の
鉄
道
小
諸
駅
か
ら
は
、
乗
合

電
動
カ
ー
ト
「
ｅ
ｇ
ｇ
」
の
試
験
運
行
が
行

わ
れ
て
お
り
（
令
和
3
年
11
月
27
日
で
一
旦

試
験
運
行
終
了
）、
15
分
ほ
ど
で
市
街
地
を

一
周
。
歴
史
あ
る
街
並
み
に
古
民
家
を
使
っ

た
カ
フ
ェ
や
老
舗
味
噌
会
社
が
運
営
す
る

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
な
ど
、
新
し
い
店
が
い
く

つ
も
見
つ
か
っ
た
。
小
諸
駅
に
も
、
自
由
に

過
ご
せ
る
電
源
カ
フ
ェ
「
小
諸
駅
の
ま
ど
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
が
通

ら
な
か
っ
た
小
諸
市
だ
っ
た
が
、
新
幹
線
が

地
域
の
人
と
都
会
か
ら
来
た
人
を
結
び
付

け
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
進
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

北
陸
新
幹
線
東
京
・
長
野
間
の
開
業
か

ら
24
年
。コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、

新
し
い
地
域
の
姿
が
待
っ
て
い
る
。
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機構改革の取り組みを進めています

鉄道・運輸機構の取り組み

　当機構は、プロジェクトの推進体制を一層強化するため、昨年７月に「鉄道・運輸機構改革プラン」
を策定しました。現在、機構役職員が一丸となって改革の取り組みを進めています。今回は、その
取り組みの一部をご紹介します。
　機構は新しい組織に生まれ変わるべく日々改革に取り組んでいます。

◆
は
じ
め
に　

　

当
機
構
は
、
北
陸
新
幹
線
の
工
事
を
契

機
に
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は

機
構
全
体
の
業
務
の
在
り
方
を
大
き
く
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
機
構
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

や
組
織
・
人
事
体
制
の
見
直
し
な
ど
を
計

画
的
か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
の
「
鉄
道
・

運
輸
機
構
改
革
プ
ラ
ン
」
を
昨
年
７
月
に

策
定
し
ま
し
た
。
機
構
は
、
こ
の
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
各
分
野
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

改
革
の
取
り
組
み
を
確
実
な
も
の
と
す

る
た
め
、
取
り
組
み
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
整
理
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
定
め
て

い
ま
す
（
図
１
）。
昨
年
の
プ
ラ
ン
策
定
か

ら
９
月
末
ま
で
を
主
に
課
題
抽
出
を
行
う

段
階
（
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ
ー
ズ
）、

10
月
か
ら
12
月
ま
で
を
取
り
組
み
の
試
行

を
重
視
す
る
段
階
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ェ
ー

ズ
）
と
し
ま
し
た
。
本
年
の
１
月
か
ら
３

月
ま
で
を
取
り
組
み
深
度
化
の
段
階（
ブ
ー

ス
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
）、
４
月
以
降
は
改
革
を

本
格
実
施
し
て
い
く
段
階
（
フ
ル
ス
ロ
ッ

ト
ル
・
フ
ェ
ー
ズ
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
か
ら
約
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
機
構
改
革
の
取
り
組

み
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

◆
組
織
・
人
事
体
制
の
見
直
し

　

機
構
が
直
面
す
る
課
題
や
社
会
の
変
化

に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
横

断
的
な
視
点
に
立
っ
て
全
体
を
取
り
ま
と

め
る
組
織
と
し
て
経
営
企
画
部
を
１
月
に

創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
役
員
や
職
員
の
役
割

分
担
を
明
確
化
す
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
強
化
し
、
よ

り
生
産
性
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
を
実
現

す
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
北
海
道
新
幹
線
を
は
じ
め
、

建
設
工
事
が
本
格
化
す
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

職
員
の
現
場
配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
な
お
不
足
す
る
人
員
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
と
並
行
し
て
他
機
関
か
ら
も
応

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昨

年
10
月
に
広
報
や
対
外
調
整
等
に
従
事
す

る
職
員
と
し
て
航
空
会
社
か
ら
２
名
を
受

け
入
れ
る
な
ど
、
現
在
で
は
84
名
の
出
向

者
に
機
構
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
各
者
の
持
つ

多
様
な
業
務
経
験
を
活
か
し
て
鉄
道
建
設

を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

機構YouTubeチャンネルより（情報発信の強化の取り組み）
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◆
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

　

生
産
性
の
向
上

　
　

　

限
ら
れ
た
人
員
で
も
業
務
を
効
率
的
に

実
施
し
て
い
く
た
め
、
各
種
の
業
務
手
順
・

手
続
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り
生

産
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
職
員
が
業
務
で
活
用
す
る
モ
バ

イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。従
来
、

機
構
で
は
業
務
Ｐ
Ｃ
を
オ
フ
ィ
ス
の
執
務
机

に
据
え
置
い
て
活
用
し
て
い
た
た
め
、
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
に
あ
た
っ
て
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
た
ほ
か
、
会
議
の
た
め
に
紙
資

料
を
大
量
に
印
刷
す
る
な
ど
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
導
入
す
る
こ
と

で
職
員
が
勤
務
場
所
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
会
議
で
も
紙
資
料
を
廃
止
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
オ
フ
ィ
ス
の
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
化
を
進
め
る
な
ど
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
構
築
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
昨
年
11
月

に
機
構
東
京
支
社
（
浜
松
町
）
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
試
行
的
に
設
置
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

図1  主な取り組み項目のロードマップ
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◆
新
た
な
入
札
契
約
制
度
の
導
入

　

鉄
道
の
工
事
は
、
道
路
や
河
川
等
の
工

事
と
比
較
す
る
と
土
木
・
軌
道
・
建
築
・

設
備
（
電
気
・
機
械
）
な
ど
多
く
の
分
野

の
工
事
が
輻ふ
く
そ
う輳
す
る
た
め
、
工
事
を
始
め

た
後
に
設
計
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
多
く
、
工
事
契
約
の
変
更
が
生
じ
て
手

戻
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
機
構
で
は
新
た
な
工
事
発
注

方
式
と
し
て
、
設
計
段
階
か
ら
施
工
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
Ｅ
Ｃ
Ｉ

方
式
を
制
度
化
し
、
昨
年
10
月
か
ら
運
用

し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
に
よ
り
、　

工

事
を
始
め
る
前
に
設
計
や
施
工
計
画
に
つ
い

て
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
方
式
は
北
海
道
新
幹
線
の
札

幌
車
両
基
地
高
架
橋
工
事
で
初
め
て
活
用

し
て
い
ま
す
（
本
年
１
月
12
日
に
公
示
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
新
幹
線
建
設
工
事
の
デ
ジ
タ
ル

化
（
Ｄ
Ｘ
：
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
促
進
す
る
た
め
、
本
社
内

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
ま
ず
は
建
設
工
事
の
現

場
と
機
構
の
事
務
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
建
設
工
事
の
進
捗
確
認
を
行
う
遠
隔
臨

場
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
北
海
道

新
幹
線
の
建
設
現
場
の
一
つ
で
あ
る
渡
島
ト

ン
ネ
ル
（
上
ノ
湯
工
区
）
を
モ
デ
ル
工
区
に

設
定
し
、
遠
隔
臨
場
を
行
う
た
め
の
各
種

技
術
の
実
証
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
（
図

３
）。

　

こ
の
ほ
か
、
概
算
数
量
発
注
方
式
、
事

業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
他
の
発
注
機
関
で

進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
鉄
道
建
設

工
事
に
適
用
す
る
た
め
、
新
た
に
制
度
化

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
機
構
工
事
に
お

い
て
適
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
情
報
発
信
の
強
化

　

機
構
が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

は
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
が
特
に
大
き
い
こ

と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
な
ど

の
情
報
の
発
信
・
関
係
者
へ
の
共
有
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
を
例
に
取

る
と
、
石
川
県
、
福
井
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

国
土
交
通
省
、
機
構
を
構
成
員
と
す
る
「
金

●工事着手後に契約変更が多く発生
●その度に手戻りが発生

設計完了 設計完了

工事着手

プロジェクトの進捗

契約 契約 契約契約

●設計段階から施工者の意見を取り入れ
●手戻りを防止し、円滑に施工を実施

設計者

施工者

発注者

設計者

施工者

発注者

工事着手

これまで 今　後

プロジェクトの進捗

手戻り

（鉄道建設プロジェクト実施主体） （鉄道建設プロジェクト実施主体）

技術協力 技術協力

施工者の意見を
設計に反映できない

手戻り

写真１　東京支社のサテライトオフィス。柔軟な
働き方により、業務の効率化を目指す

図2  新たな入札契約方式であるECI方式

図3　遠隔臨場の一例
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沢
・
敦
賀
間
工
程
・
事
業
費
管
理
連
絡
会
議
」

が
昨
年
１
月
に
設
置
さ
れ
、
定
期
的
に
北

陸
新
幹
線
の
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
を
説

明
・
共
有
す
る
と
と
も
に
、
会
議
資
料
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
今
年
１
月
時
点
で
計
４
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
28
日
の

会
議
で
は
、
工
期
遅
延
の
原
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
敦
賀
駅
の
工
事
に
つ
い
て
、
新
た
な

目
標
で
あ
る
２
０
２
３
年
度
末
の
完
成
に

向
け
、
９
月
末
に
１
カ
月
前
倒
し
で
土
木
工

事
が
完
了
し
、
10
月
か
ら
軌
道
工
事
に
着

手
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
機
構
で

は
国
等
と
比
較
し
て
対
外
的
な
情
報
発
信

の
量
・
頻
度
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
機
構

の
事
業
が
認
知
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
た
と

い
う
反
省
に
立
ち
、
テ
レ
ビ
局
等
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
取
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。　

　

例
え
ば
、
昨
年
９
月
に
神
奈
川
東
部
方

面
線
（
新
横
浜
駅
・
新
綱
島
駅
工
区
）
で

複
数
の
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
現
場
取
材
を
受

け
入
れ
、
建
設
中
の
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
の
内
部

等
を
テ
レ
ビ
放
映
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
に
お
い
て
も
、
機

構
の
協
力
の
も
と
、
福
井
県
主
催
の
施
設

見
学
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
同
日
に
は
敦

賀
駅
を
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
公
開
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。
こ
れ
ら
の
建
設
現
場
か
ら
の
発

信
に
よ
り
開
業
に
向
け
た
機
運
を
盛
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
鉄
道
を
建
設
す
る

工
事
の
規
模
の
大
き
さ
や
関
係
者
の
苦
心

な
ど
、
鉄
道
建
設
事
業
に
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
少
し
で
も
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
と
し

て
、機
構
の
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

機
構
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ 

e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い

て
職
員
自
ら
が
取
材
・
編
集
し
た
動
画
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す

（
写
真
４
）。

　

昨
年
12
月
末
か
ら
始
め
た
機
構
の
Ｔｗ
ｉ

ｔ
ｔｅｒ
も
好
調
で
、
開
始
か
ら
約
１
カ
月

で
１
０
０
０
人
以
上
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
元
と

の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
過
去
の
実
績

を
含
め
て
機
構
と
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
や
広
報
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

　

機
構
は
、
整
備
新
幹
線
の
三
つ
の
路
線

や
神
奈
川
東
部
方
面
線
と
い
っ
た
鉄
道
建

設
事
業
、
さ
ら
に
共
有
船
建
造
な
ど
、
多

数
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、
改
革
の
取

り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

現
在
、１
〜
３
月
の
「
ブ
ー
ス
ト・フ
ェ
ー

ズ
」
で
改
革
の
取
り
組
み
の
深
度
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
後
、
４
月
か
ら
の

「
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
・
フ
ェ
ー
ズ
」
で
改
革

の
取
り
組
み
を
機
構
の
業
務
に
根
付
か
せ
、

継
続
的
な
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
確
実
に
推
進
す
る
体

制
を
整
え
、
さ
ら
に
地
域
の
方
々
、
そ
し
て

国
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
織

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
、
当
機
構
や
そ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真3　北陸新幹線現場見学会の様子

写真４　YouTubeを活用した機構事業の紹介

YouTube動画
「青函トンネル」

写真2　神奈川東部方面線におけるテレビ局取材の様子

鉄道・運輸機構の取り組み
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地
下
駅
と
変
電
所
の
建
築
物
を

担
当　

　

鉄
道
の
建
設
に
は
、
多
く
の
部
署
が
関

わ
る
。
用
地
が
確
保
さ
れ
、
工
事
が
着
工

す
る
と
、
ま
ず
行
わ
れ
る
の
が
ト
ン
ネ
ル

の
掘
削
や
高
架
橋
の
建
設
と
い
っ
た
土
木

工
事
だ
。
あ
る
程
度
進
捗
す
る
と
、「
軌

道
の
敷
設
」、「
電
気・信
号
機
器
の
設
置
」、

「
駅
舎
や
電
気
建
物
等
の
建
設
」、「
機
械

類
の
設
置
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が

始
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
専

門
の
建
設
所
が
設
置
さ
れ
、
互
い
に
連
携

し
て
一
つ
の
路
線
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。

　
「
新
横
浜
鉄
道
建
築
建
設
所
」
は
、
令

和
４
年
度
下
期
の
開
業
を
目
指
し
て
建
設

まちの歴史や文化と調和して
大都市・横浜の地下に姿を現す
２つの新駅
文・写真：栗原 景（フォトライター）

神奈川東部方面線の建設が大詰めだ。
相鉄線と東急線の相互直通運転を実現する
相鉄・東急直通線、羽沢横浜国大・日吉間約10kmの土木工事が最終段階を迎え、
新たに設置される新横浜と新綱島の両駅では、
出入口などの付帯設備や内装工事が急ピッチで進められている。
地上からはまだ見えない、大都市地下に現れた新駅の現状をレポートする。

新横浜鉄道建築建設所東京支社

レールの搬入も始まった２面３線の新横浜駅ホーム。
中央は折り返し列車用に両ホームから乗り降りできる構造だ

■相鉄・東急直通線路線図

武蔵小杉
日吉

田園調布

新綱島

新横浜

西谷二俣川 横浜

新羽沢変電所

JR東海道貨物線

JR線

東急目黒線

東急東横線

相鉄本線

相鉄・東急直通線

相鉄・JR直通線 （相鉄・JR直通線乗り入れ）

相鉄・東急直通線
現場レポートは
こちら！
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が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
相
鉄
・
東
急
直
通

線
（
通
称
Ｓ
Ｔ
線
）」
の
建
築
工
事
を
担

当
す
る
建
設
所
だ
。
令
和
元
年
７
月
に
開

設
さ
れ
、
新
横
浜
駅
（
仮
称
、
以
下
「
新

横
浜
駅
」）
と
新
綱
島
駅
（
仮
称
、
以
下

「
新
綱
島
駅
」）
と
い
う
二
つ
の
地
下
駅
と
、

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
と
し
て
開
業
済
み
の

羽
沢
横
浜
国
大
駅
に
隣
接
す
る
新
羽
沢

変
電
所
の
建
築
工
事
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
新
羽
沢
変
電
所
は
先
行
し
て
建

設
が
進
め
ら
れ
、
令
和
元
年
度
に
竣
工
済

み
だ
。

　
「
現
在
は
、
二
つ
の
地
下
駅
を
建
設
し

て
い
ま
す
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
全
国
で

建
設
し
て
い
る
整
備
新
幹
線
の
駅
の
よ
う

な
大
き
な
地
上
の
駅
舎
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
下
で
は
内
装
工
事
を
中
心
に
、
地

上
部
で
は
出
入
口
や
換
気
塔
な
ど
の
建
設

も
行
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
新
横
浜
鉄
道
建

築
建
設
所
の
早
﨑
登
所
長
だ
。
平
成
19

新横浜鉄道建築建設所東京支社

年
度
入
社
の
38
歳
。
こ
れ
ま
で
九
州
新
幹

線
新
鳥
栖
駅
や
、
北
陸
新
幹
線
富
山
駅

の
設
計
・
施
工
を
担
当
し
て
き
た
。
平
成

29
年
か
ら
Ｓ
Ｔ
線
担
当
と
な
り
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
現
職
だ
。

　
「
地
下
駅
の
建
設
は
、
設
計
の
仕
方
か

ら
作
業
の
進
め
方
ま
で
、
新
幹
線
の
駅
建

設
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
防
災
基
準
が
桁

違
い
に
厳
し
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
狭
い

空
間
で
多
く
の
部
署
が
同
時
に
作
業
に
当

た
る
た
め
、
関
係
各
所
と
の
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
が
大
切
で
す
。
今
ま
さ
に
、
そ
の

最
盛
期
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ち
に
新
し

い
駅
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

天
然
木
の
温
も
り
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
表
現

　

早
﨑
所
長
の
案
内
で
、
新
綱
島
駅
を

訪
れ
た
。
東
急
東
横
線
綱
島
駅
か
ら
東
に

１
５
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
、
鶴
見
川
左
岸
に

位
置
す
る
地
上
１
階
、
地
下
４
階
の
地
下

駅
だ
。
平
成
30
年
２
月
に
、
本
誌
57
号

（
２
０
１
８
年
春
号
）
掲
載
の
綱
島
鉄
道

建
設
所
を
取
材
し
た
時
に
は
ま
だ
駅
空
間

を
掘
り
進
め
て
い
る
段
階
だ
っ
た
が
、
今

で
は
駅
部
に
つ
い
て
は
大
部
分
の
土
木
工

事
が
終
わ
り
、
順
次
駅
本
屋
の
内
装
工
事

と
地
上
建
屋
の
施
工
が
始
ま
っ
て
い
る
。

建
築
分
野
の
進
捗
率
は
、
令
和
３
年
12

富山県出身で、北陸新幹線富山駅の設計・
施工にも携わった早﨑所長。鉄道は利便性
だけでなく子ども達をはじめとする多くの
人を惹きつける魅力があると語る

杉の天然木を型枠に貼り付けてコンクリートを流し込む

木の質感が見事に表現された RC造の新綱島駅換気塔。
土台部分も木目が写し込まれた部分も同じ RC造だ

一見広そうに見える新綱島駅の工事ヤード。フェンスの向こうは、駅周辺の再開発工事が行われている

※新横浜駅（仮称）および新綱島駅（仮称）の名称については、それぞれ「新横浜」駅、「新綱島」駅として
　今後手続きを行う予定。
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月
末
現
在
約
35
％
だ
。

　
「
新
綱
島
駅
は
、
横
浜
市
の
都
市
計
画

に
基
づ
い
た
区
画
整
理
事
業
と
連
携
し
て

整
備
を
進
め
て
お
り
、
路
線
バ
ス
な
ど
２

次
交
通
の
ロ
ー
タ
リ
ー
も
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。綱
島
は
鶴
見
川
沿
い
に
発
展
し
、

桃
栽
培
や
温
泉
で
栄
え
た
歴
史
あ
る
ま
ち

で
す
。
そ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を

〝
綱
島
の
町
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
駅
〞

と
し
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
綱
島
の
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。
地
上

部
は
、
未
来
に
つ
な
が
る
〝
和
モ
ダ
ン
〞

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

　

早
﨑
所
長
が
、
ヤ
ー
ド
の
片
隅
に
並
べ

ら
れ
た
細
長
い
木
板
を
指
さ
し
た
。

　
「
こ
れ
は
杉
の
天
然
木
を
使
用
し
た
型

枠
で
す
。
こ
の
辺
り
は
、
横
浜
市
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
最
大
３
ｍ
の
浸
水
が

想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
駅
出
入
口
や
換

気
塔
な
ど
の
建
屋
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
（
Ｒ
Ｃ
造
）
と
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
造

と
し
て
も
無
機
質
な
感
じ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
天
然
木
を
通
常
の
型
枠
に
貼
り
合
わ

せ
て
建
て
込
み
、
そ
こ
へ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
流
し
込
む
こ
と
で
、
木
目
模
様
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
写
し
込
ん
で
い
る
の
で
す
」

　

湿
潤
養
生
中
の
第
一
換
気
塔
の
壁
に

は
、
天
然
木
の
繊
細
な
年
輪
が
き
れ
い
に

表
現
さ
れ
て
い
た
。
モ
ノ
ト
ー
ン
の
風
合

を
活
か
し
て
塗
装
は
行
わ
ず
、
最
後
に
無

色
透
明
の
ク
リ
ア
ー
剤
を
吹
き
付
け
て
仕

上
げ
る
予
定
だ
と
い
う
。

あ
ら
ゆ
る
資
機
材
の

搬
入
口
と
な
る
仮
設
開
口

　

住
宅
街
に
あ
る
工
事
ヤ
ー
ド
は一見
広
く

見
え
る
が
、
実
は
半
分
が
区
画
整
理
事
業

に
基
づ
く
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
現
場
だ
。

地下２階の仮設開口部。スライド式のステージがせり
出して資機材を受け取る仕組みだ

新綱島駅地下１階の改札口予定地。柱の手前に自動改
札が設置され、奥がラッチ（改札）内。左に見える足
場部分には地上からのエレベーターが設置される

設置が完了した新綱島駅ホームの対向壁。鶴見川の流
れを水色のパネルで表現

新綱島駅ホームはシンプルな 1面 2線。駅用地の幅
もこの程度しかなく、狭い空間での施工となる

　
「
鰻
の
寝
床
の
よ
う
な
ヤ
ー
ド
で
、我
々

建
築
の
ほ
か
土
木
、
軌
道
、
電
気
、
機
械

と
い
っ
た
部
門
が
連
携
し
な
が
ら
施
工
し

て
い
ま
す
。
あ
ち
ら
の
重
機
の
横
に
、
開

口
部
が
あ
る
の
が
見
え
ま
す
か
」

　

早
﨑
所
長
が
指
さ
し
た
先
に
、幅
３
ｍ
、

長
さ
５
ｍ
ほ
ど
の
四
角
い
穴
が
見
え
た
。

　
「
あ
れ
は
仮
設
開
口
と
い
っ
て
、
地
下

４
階
の
ホ
ー
ム
階
ま
で
通
じ
て
い
ま
す
。

地
下
で
の
作
業
に
必
要
な
資
材
や
重
機
な

ど
の
機
材
は
、
全
て
あ
そ
こ
か
ら
搬
入
・

搬
出
し
ま
す
。
中
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

　

地
下
２
階
に
降
り
、
先
ほ
ど
の
開
口
部

の
前
に
立
っ
た
。
ホ
ー
ム
階
か
ら
地
上
ま

で
、
吹
き
抜
け
の
よ
う
な
構
造
だ
。

　
「
資
機
材
を
搬
入
す
る
時
は
、
各
階
に

設
置
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
式
ス
テ
ー
ジ
を
開

口
部
に
移
動
し
て
搬
入
し
ま
す
。
開
口
部

を
通
れ
る
も
の
し
か
出
し
入
れ
で
き
な
い

う
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
作
業
を
し
て

い
る
の
で
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
と
、
順

序
の
組
み
立
て
が
大
切
で
す
」

　

改
札
口
が
設
置
さ
れ
る
地
下
１
階
で

は
、
仮
設
開
口
か
ら
見
て
奥
か
ら
順
次
内

装
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
手
前
の
作

業
を
先
に
進
め
て
し
ま
う
と
、
奥
に
資
機

材
を
搬
入
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
限

ら
れ
た
空
間
を
い
か
に
活
用
し
て
、
効
率

重機の後ろに仮設開口がある。大きさは 5ｍ ×3ｍ
ほどで決して大きくはない
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新綱島駅の終点方では土木工事が進行中。延長 34.5 ｍの複線トンネルの先は、単線トンネル２つに分かれる

横浜市営地下鉄グリーンラインの建設にも
携わった㈱渡辺組の西條大輔現場代理人は、
「軌道敷設までにやるべきことが多い点が地
下駅建設の難しさ」と語る

新横浜鉄道建築建設所東京支社

よ
く
作
業
を
進
め
る
か
。
地
下
空
間
の
内

装
工
事
は
パ
ズ
ル
の
よ
う
だ
。

　

地
下
４
階
の
ホ
ー
ム
階
に
降
り
た
。
新

綱
島
駅
は
、
島
式
ホ
ー
ム
が
一
つ
あ
る
１

面
２
線
の
駅
で
、
ホ
ー
ム
延
長
は
10
両
編

成
に
対
応
し
た
２
０
５
ｍ
、
幅
員
約
13
ｍ

の
空
間
だ
。終
点
方（
日
吉
駅
寄
り
）で
は
、

市
道
と
住
宅
の
下
を
通
過
す
る
部
分
で
土

木
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム

は
既
に
姿
を
現
し
、
水
色
の
対
向
壁
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ホ
ー
ム
階
は
綱
島
の
歴
史
、
つ
ま
り

〝
川
の
ま
ち
〞
を
表
現
し
て
い
て
、
対
向

壁
に
鶴
見
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水
色
の
パ

ネ
ル
を
採
用
し
ま
し
た
。
改
札
階
で
は
、

改
札
口
正
面
の
お
客
様
の
目
に
と
ま
る
と

こ
ろ
に
ガ
ラ
ス
の
導
光
板
パ
ネ
ル
で
桃
園

の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
予
定
で
す
。
周

囲
の
壁
パ
ネ
ル
は
温
泉
を
思
わ
せ
る
鉱
質

系
の
テ
ク
ス
チ
ャ
で
仕
上
げ
、
地
上
は
先

ほ
ど
の
木
目
を
活
か
し
た
意
匠
で
、
未
来

志
向
の
〝
和
モ
ダ
ン
〞
を
表
現
し
ま
す
」

　

ホ
ー
ム
に
は
換
気
設
備
の
部
品
が
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。
地
下
駅
は
、
地
上
駅

に
比
べ
て
求
め
ら
れ
る
防
災
設
備
の
レ
ベ

ル
が
格
段
に
高
く
、
特
に
換
気
設
備
、
排

煙
設
備
は
重
要
だ
。
機
械
部
門
に
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
機
器
が
設
置
さ
れ
た
後
、
建
築

部
門
が
天
井
に
な
る
部
分
を
作
り
上
げ
て

い
く
。
こ
こ
で
も
、
部
門
間
の
連
携
が
カ

ギ
と
な
る
。

環
状
２
号
線
の
地
下
に
現
れ
た

大
空
間

　

東
海
道
新
幹
線
や
横
浜
市
営
地
下
鉄

と
接
続
す
る
新
横
浜
駅
は
、
相
鉄
線
と
東

新横浜駅のペデストリアンデッキに接続して出入口が建設されている。このた
め、ST線新横浜駅は地下駅にもかかわらず「地上２階地下４階」構造に
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環状２号線直下で施工しており中央分離帯をヤードとして使用。前方の青いネットで覆われた部分は日吉駅方の換気塔

徐々に駅らしい姿になってきた新横浜駅羽沢方改札口。左右
にホームへのエレベーターがあり、正面奥に地下２階への階
段、その左右にエスカレーターがある

急
線
の
境
界
と
な
る
駅
だ
。
開
業
後
は
都

心
や
神
奈
川
県
東
部
な
ど
多
方
面
へ
連
絡

す
る
交
通
の
結
節
点
と
な
る
。
J
R
新

横
浜
駅
北
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

と
も
接
続
す
る
、
地
上
２
階
、
地
下
４
階

の
構
造
だ
。
土
木
工
事
は
一
部
を
除
い
て

完
了
し
て
お
り
、
現
在
は
駅
本
屋
の
内
装

工
事
と
、
地
上
建
物
の
施
工
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
進
捗
率
は
、
令
和
３
年
12
月
末

現
在
約
75
％
だ
。

　

Ｓ
Ｔ
線
新
横
浜
駅
は
、
主
要
地
方
道
環

状
２
号
線
の
地
下
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

中
央
分
離
帯
に
ヤ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
工

事
は
原
則
と
し
て
こ
こ
を
拠
点
に
行
う
。

延
床
面
積
約
２
万
２
９
０
０
㎡
と
新
綱
島

駅
の
２
倍
以
上
の
規
模
な
が
ら
、
地
上
の

ヤ
ー
ド
は
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
大

型
重
機
を
使
用
す
る
た
め
、
交
通
量
の
少

な
い
深
夜
に
車
線
を
変
更
し
て
施
工
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　

駅
へ
の
出
入
口
は
、
交
差
点
の
四
隅
に

４
カ
所
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ

新
横
浜
駅
に
近
い
第
一
出
入
口
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

か
ら
直
接
地
下
に
入
る
構
造
だ
。
そ
の
第

一
出
入
口
の
裏
か
ら
、
Ｓ
Ｔ
線
新
横
浜
駅

の
建
設
現
場
に
入
っ
た
。
地
下
１
階
の
改

札
フ
ロ
ア
に
降
り
る
と
、
目
の
前
に
左
右

に
延
び
る
大
き
な
壁
が
あ
る
。
地
下
１
・

２
階
で
交
差
す
る
横
浜
市
営
地
下
鉄
新

新横浜駅第４出入口。新横浜駅の浸水想定
レベルである地上 50cmまで土木躯体を構
築し、その上に建物を建設する

完成した起点方（羽沢横浜国大側）換気塔。
環状２号線に面し反対側はバスロータリー
のため建設にあたっては深夜に車線を変更
して仮ヤードを設けて施工した



19 鉄道・運輸機構だよりNo.72 2022 Winter 

新横浜駅地下３階から見た仮設開口部。横一列に機械式継手が
露出している部分は、駅竣工後は塞がれて現在の半分ほどの大
きさになる。地上部は現在覆工板だが、完全に閉鎖される

第１出入口から降りてきたところの改札口予定地。正面が有人
改札窓口、左奥が自動券売機のスペースだ。狭い場所に多くの
関係者が作業を行うため、コーンは「危険」、「資材置き場」な
ど用途によって色分けされている。ゴミ類の分別もきめ細かい

新横浜鉄道建築建設所東京支社

横浜市営地下鉄ブルーライン新横浜駅の躯体。既に開口部が設け
られているが現時点では仮設壁で塞いである

新横浜駅のペデストリアンデッキに接続して４カ所の出入口が建設されている。この
ため、ST線新横浜駅は地下駅にもかかわらず「地上２階地下４階」構造に

新横浜鉄道建築建設所で、新横浜駅を担当しているのが、
入社３年目の澤石卓磨さんだ。秋田県出身の 25歳。学生時
代には、都市や建築が人に与える印象を分析して、暮らしや
すい都市空間を創り出す建築計画設計を専攻してきた。まち
づくりを学び、就職先を検討する中で、日本特有の鉄道とま

ちの関係に興味を抱いたという。
 「日本は、鉄道の駅を起点にし
て都市が発展していくことが興味
深いですね」
　現在はST線新横浜駅担当とし
て、受注者であるJV（共同企業
体）の人々や、電気・機械など機
構内の他の部署との調整や工事監
理などを行っている。地下鉄駅の
建設では関係各所の調整・連携が
特に重要だ。
　澤石さんは、横浜市内の宿舎に
暮らしている。出社時刻は複数
の時間から選べるが、澤石さん
は8時30分出社を選択している。
朝、新横浜駅に着くと、オフィス
近くのコンビニで朝食を購入し、
まずはその日にやることを確認す
る。業務は調整ごとが主だが、な

るべく現場を訪れるようにしている。現場には同世代の人が
多く、意思疎通もしやすい。
　最近うれしかったことは、新横浜駅のホーム対向壁のデザ
インを任せてもらえたことだ。
 「若いうちからいろいろ任せてもらえるので、今は仕事がと
ても楽しいです」
　残業がなければ、だいたい17時に退勤する。終業後はス
ケートボード場に行って、趣味のスケートボードを楽しむこ
とも多い。鉄道建設は好きな仕事とはいえ、普段からオンオ
フを切り替えられるからこそ真剣に取り組める。
 「将来は、整備新幹線の建設・設計に携わってみたいです。
新幹線の新駅建設では、機構が複数のデザイン案を示して、
地域の人々に選んでもらうという手法をとっていますが、駅
やまちを、地域の人々と一緒になって作っていく仕事ができ
るのではないかと思います」
　学生時代の経験を活かして、駅とまちづくりに取り組む澤
石さん。近い将来、澤石さんが設計に関わった駅から新しい
まちが発展していくかもしれない。

    ❖若手職員

鉄道から広がる
まちづくりに興味あり
澤石 卓磨さん（平成31年入社）

新横浜駅ホーム対向壁のデザイ
ンは澤石さんが担当した（上）。
調整役が多いが週３回は現場に
立つ。現場と機構を結ぶ窓口役
になっている

In &Out

上の写真と同じ
位置から令和元
年 11 月に撮影
したもの。当時
は土木工事が最
終段階だった
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一部のホームには既にレールが敷設され、
電車線を吊す金具も設置済みだ

換気設備などの取り付けもほぼ終わり、ホーム上に天
井材が準備された。アルミ製ながら木目調の温かみあ
る天井材だ

新横浜駅ホームの壁材にはリサイクル建材が使わ
れている。茶色い粒は珈琲ガラだ

横
浜
駅
の
躯
体
で
、
Ｓ
Ｔ
線
に
連
絡
す
る

開
口
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
に
は
、
以
前
市
営
地
下
鉄
の
機

械
室
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｔ
線
建
設

に
あ
た
り
支
障
移
転
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
将
来
は
お
客
様
が
通
る
コ
ン
コ
ー
ス

と
な
り
、
両
側
に
Ｓ
Ｔ
線
の
改
札
口
が
配

置
さ
れ
ま
す
」

　

早
﨑
所
長
が
説
明
す
る
。
横
浜
市
営

地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
が
地
下
２
階
に
あ
る
た

め
、
Ｓ
Ｔ
線
の
乗
り
場
は
地
下
約
30
ｍ
の

地
下
４
階
に
あ
る
。
改
札
口
を
入
る
と
、

左
右
に
設
け
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
、
正

面
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ま
た
は
階
段
で
下

の
階
へ
。
羽
沢
寄
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は

地
下
２
階
で
折
り
返
し
と
な
り
、
地
下
３

階
を
通
過
し
て
ホ
ー
ム
階
に
降
り
る
。

　

ホ
ー
ム
で
は
、
軌
道
の
敷
設
が
始
ま
っ

て
い
た
。
中
央
に
折
り
返
し
線
を
設
け
た

２
面
３
線
構
造
で
、
最
大
幅
は
28
・
５
ｍ

と
新
綱
島
駅
よ
り
も
広
い
。

　
「
両
駅
と
も
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
地

域
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
を
策
定
し
、
関
係
者
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
横

浜
駅
は
、
東
海
道
新
幹
線
、
横
浜
市
営

地
下
鉄
に
続
く
、
鉄
道
開
通
に
よ
る
変
革

の
第
３
弾
と
し
て
、〝
新
横
浜
Ｖ
ｅｒ
３
・

０
―
未
来
に
向
け
て
発
展
を
続
け
る
駅
〞

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ

は
〝
自
然
と
調
和
し
た
温
も
り
と
潤
い
の

安全設備の確認は何よりも重要な職務だ。
耐震性を向上させる耐震ブレースが計画
どおりしっかり取り付けられているか確
認する

地
下
駅
〞
で
、
今
後
は
床
と
天
井
を
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
」

　

天
井
部
に
つ
い
て
も
新
綱
島
駅
よ
り

作
業
が
進
ん
で
お
り
、
鉄
骨
材
の
上
に
換

気
ダ
ク
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
が
設
置
済
み
だ
。

ホ
ー
ム
に
は
、
こ
れ
か
ら
建
築
工
事
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
木
目
調
の
天
井
材
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
数
カ
月
も
す
れ

ば
、
床
や
天
井
も
仕
上
が
り
、
軌
道
敷
設

も
進
ん
で
駅
ら
し
い
姿
に
な
る
だ
ろ
う
。

限
ら
れ
た
空
間
を
隅
々
ま
で
活
用
し
た
構

造
を
見
学
で
き
る
の
は
、
今
だ
け
だ
。

　
「
地
下
駅
の
建
設
は
、
地
上
か
ら
で
は

な
か
な
か
進
捗
が
分
か
り
に
く
い
で
す

が
、
見
学
さ
れ
た
方
は
地
下
に
こ
れ
だ
け

の
駅
空
間
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

か
れ
ま
す
。
綱
島
も
新
横
浜
も
歴
史
あ
る

ま
ち
で
す
か
ら
、
Ｓ
Ｔ
線
が
開
業
す
れ
ば

単
に
相
鉄
線
と
東
急
線
が
直
通
す
る
以

上
に
便
利
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が

駅
を
作
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
想
像
が
つ
か
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
楽
し
み
で
す
。
あ
と
約
１
年
、
安

全
第
一
で
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

　

早
﨑
所
長
が
言
っ
た
。「
新
幹
線
の
乗

換
駅
だ
っ
た
新
横
浜
」、「
温
泉
施
設
も
あ

る
住
宅
街
だ
っ
た
綱
島
」
が
、
Ｓ
Ｔ
線
の

開
業
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
。
そ
の

答
え
が
分
か
る
日
が
、
刻
々
と
近
づ
い
て

い
る
。
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新横浜鉄道建築建設所東京支社

     　　　Interview

◆YOKOHAMA AIR CABIN
桜木町駅前と新港地区の運河パークを結ぶ都市型
循環式ロープウェイ。運河や汽車道を見晴らす５
分間の空の旅だ。
●アクセス：JR 桜木町駅からすぐ●料金：片道
1,000 円、往復 1,800 円（子ども半額）●営業
時間：10:00 ～ 22:00 ●休業日：不定休●問い
合わせ：045-319-4931
（画像提供：泉陽興業株式会社）

◆よこはま動物園ズーラシア
「生命の共生・自然との調和」をテーマに、動物の世界
旅行ができる動物園。
●アクセス：相鉄線鶴ヶ峰駅、三ツ境駅、JR横浜線・横
浜市営地下鉄中山駅から動物園行きバス●入園料：800
円（高校生 300円、小中学生 200円、未就学児童無料）
●営業時間：9:30 ～ 16:30 ●休園日：毎週火曜日（祝
日の場合は翌日）、12月 29日～ 1月 1日●問い合わせ：
☎ 045-959-1000（画像提供：よこはま動物園ズーラシア）

◆新横浜ラーメン博物館
昭和 30 年代の街並みを再現したフロアに全国の
ラーメン店が集まる。青竹を使ったラーメン作り体
験も人気だ。
●アクセス：新横浜駅から徒歩 5 分●入館料：
380 円（小・中・高校生、60 歳以上 100 円、未
就学児童無料）●営業時間：11:00 ～ 21:00（土曜・
休日 10:30 ～）●休館日：12月 31日、1月 1日
●問い合わせ：☎ 045-471-0503

臨港パーク（画像提供：横浜観光情報）

　幕末以来、日本を代表する国際港として歴史を積み
重ねてきた横浜。その歴史的・文化的資産を活かし、
観光客やコンベンションの誘致・支援等を行う団体が、
公益財団法人横浜観光コンベンション・ビューローだ。
　事業開発課担当課長を務める佐藤文香さんは、長
年、国内外の人に横浜の魅力を紹介してきた「横浜観
光のプロ」。これまでに、誘客・情報発信のほか、ハ
ンディキャップを持った人が横浜で快適に過ごせるよ
うサポートするユニバーサルツーリズムの推進などに
携わってきた。
　佐藤さんが横浜と関わりを持ったのは、市内の大学
に進学したことがきっかけだった。
　「最初のうちは、何て便利でおしゃれな街なんだろ
うと思いました。でも、そのうち“トレンディ”なイ
メージだけではなく、別の顔も併せ持っていることに
ぼんやりと気付きました」
　大学を卒業した佐藤さんは、しばらく別の企業に勤
めた後、横浜観光コンベンション・ビューローに就職
する。
　「学生の時にはぼんやりと思うだけで終わった “ 横
浜が持ついろいろな顔”にスポットを当てて、世界中
の方に紹介できるのではと思ったのです」
　以来、多くの経験を積んだ佐藤さんは、横浜の魅力
を「歴史文化と現代の魅力が補完し融合している所」
と語る。
　「例えば街並みや建物に着目すると、横浜税関や横
浜赤レンガ倉庫のように、開港以来の横浜の歴史と深
い関わりを持つ建物が残っている一方、近年は多くの
企業が次々と本社を横浜市内に移転し、最先端のテク

公益財団法人 横浜観光コンベンション・ビューロー
事業部 事業開発課 担当課長

佐藤文香さん

横浜のさまざまな魅力を世界中の人に伝えたい

ノロジーが集積してきています。新しいものを受け入
れ、歴史あるものを大切にする文化が、横浜には根付
いていると感じます」
　相鉄・東急直通線（ST線）が開業すれば、それをきっ
かけに沿線以外の市内エリアを訪れる人も増える可能
性がある。
　「利便性が向上するのはもちろん、移動の選択肢が
増えることに期待しています。行きと帰りでルートを
変えることで、新しいお店やイベントに出会うチャン
スが増えて、今まで知らなかった魅力の発見につなが
るのではないでしょうか。訪れる人が増えれば、地元
の方にもおもてなしの気持ちが生まれて、人も街も一
層輝くと思います」
　そんな佐藤さんに、お勧めのスポットを挙げてもらっ
た。
　「相鉄・東急直通線の沿線でしたら、やはり新横浜
ラーメン博物館です。ラーメンの美味しさだけでなく、
本当にラーメンと新横浜が好きな人たちが本気で作っ
ています。ご家族でしたら、よこはま動物園ズーラシ
アはいかがですか。動物と触れ合えることに加えて、
スタッフの方のホスピタリティが素晴らしいですよ。
みなとみらいでしたら、新しく開業したロープウェイ
“YOKOHAMA AIR CABIN”とカップヌードルミュー
ジアム 横浜周辺の海岸沿いをご紹介します。どちら
も景観も良く、特に海岸沿いは開放的でどなたでも港
の景色を楽しめるお勧め散策コースです」
　伝えきれないほどたくさんのスポットがある横浜。
ST線の開業で利便性が高まれば、佐藤さんたちの役
割はますます大きくなりそうだ。
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全
国
で
も
珍
し
い

非
電
化
通
勤
路
線　

　

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
か
ら
常
磐
線
で
約
40
分
。

取
手
駅
の
連
絡
改
札
を
通
っ
て
関
東
鉄
道

常
総
線
の
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
と
、
右
側
に

は
白
色
ベ
ー
ス
に
青
と
赤
の
帯
が
入
っ
た

新
し
め
の
車
両
が
、
左
側
に
は
ク
リ
ー
ム

色
に
赤
帯
を
巻
い
た
古
め
の
車
両
が
停
車

し
て
い
た
。
先
発
は
右
側
だ
っ
た
が
、
懐

か
し
い
雰
囲
気
に
浸
り
た
く
て
、
左
側
に

乗
り
込
む
。
赤
色
の
座
席
に
腰
を
下
ろ
す

と
、
足
元
か
ら
じ
ん
わ
り
と
温
か
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

　

隣
の
ホ
ー
ム
か
ら
列
車
が
発
車
し
た

３
分
後
、
次
の
列
車
が
到
着
。
こ
れ
と
入

れ
替
わ
る
よ
う
な
形
で
こ
ち
ら
が
発
車
し

た
。
と
思
っ
た
ら
、
駅
を
出
て
す
ぐ
に
対

向
列
車
と
す
れ
違
っ
た
。
常
総
線
の
取
手・

水
海
道
間
は
、
非
電
化
路
線
と
し
て
は
日

本
屈
指
の
通
勤
利
用
客
数
を
誇
る
路
線

で
、
列
車
本
数
が
多
く
複
線
化
も
さ
れ
て

い
る
。15
年
ほ
ど
前
ま
で
は
朝
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
４
両
編
成
の
列
車
が
行
き
交
っ

て
い
た
ほ
ど
だ
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
通
勤
需
要
が

あ
っ
た
な
ら
、
電
化
さ
れ
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ

が
、
常
総
線
は
そ
う
で
き
な

い
理
由
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
茨
城
県
石
岡
市
に
気
象

庁
の
地
磁
気
観
測
所
が
あ
り
、

関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、
常
陸
台
地
を
走
る
関
東
鉄
道
は
、

都
心
か
ら 

一 

番
近
い
非
電
化
鉄
道
で
も
あ
る
。

通
勤
と
観
光
、
二
つ
の
役
割
を
こ
な
す
一
方
、
近
年
は

強
力
な
〝
ラ
イ
バ
ル
〞
も
出
現
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
で

大
き
な
変
化
を
起
こ
し
、
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。

文
・
写
真
：
伊
原
　
薫

取材日に実施された「ワイ
ン列車」で提供された特
製弁当とボジョレーヌー
ヴォー

稲戸井駅のホームに水海道行きの列車が入線。通勤・
通学に欠かせない地元の足となっている

関東平野をひた走る関東鉄道常総線。後方には筑波山が見える（三妻・南石下間）

黒子・大田郷間を走る LuckyFM茨城放送のラッピ
ング車両

関 

東 

鉄 

道

【茨城県】

地
域
鉄
道
を

訪
ね
て 

キハ2100形。平成5年から平成8年
にかけて新造車両として導入された。
機関、変速機、台車などに新型機器を
採用し、省エネ・高性能化に努めた

キハ2400形。平成16・17・19年に
新造された車両で、キハ 2200形をベー
スに、電気指令式ブレーキや、保安ブ
レーキの二重化、駅名案内装置を設置
した両運転台の車両

キハ310形。旧国鉄のキハ 10・20系
気動車から機関、変速機、台車などを
流用した車両で、昭和51～52年にか
けて導入された
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下館

守谷

関東鉄道常総線

関東鉄道竜ヶ崎線

取手

佐貫

竜ヶ崎

大田郷

黒子
騰波ノ江
大宝

下妻
宗道
玉村
石下

南石下
三妻
中妻

北水海道

南
守
谷
戸
頭

稲
戸
井

ゆ
め
み
野

新
取
手
寺
原

水海道

つくばエクスプレス

真岡鐡道

JR水戸線

JR常磐線

龍ケ崎市
 西取手
入地

小絹
新守谷

■ 関東鉄道株式会社
〈会社概要〉
本　　社　〒 300-8555　
　　　　　茨城県土浦市真鍋 1-10-8
設　　立　大正 11年 9月 3日
資 本  金　1億円
代  表  者　取締役社長　松上 英一郎
従業員数　701名（出向者を除く）
〈路　　線〉
営業区間　常総線　取手・下館　51.1km
　　　　　竜ヶ崎線　佐貫・竜ヶ崎　4.5km
駅　　数　全 28駅　うち終日無人駅 18駅
車 両 数　計 56両　※保存用車両を除く
　　　　　（常総線用53両、竜ヶ崎線用3両）

■ 鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
平成 15～ 17・19年度
鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
平成 21年度
踏切保安設備整備費補助金　　　　
平成 16～ 24・28・30年度
列車集中制御装置の改良、車両の更新、PC
枕木化、踏切遮断機・踏切警報機の新設およ
び更新等

■ 関東鉄道路線図 こ
こ
で
の
観
測
業
務
に
影
響
が
出
る
た
め
、

観
測
所
か
ら
半
径
30
㎞
以
内
を
走
る
鉄
道

は
電
化
方
法
な
ど
が
法
令
で
制
限
さ
れ
て

い
る
。
常
総
線
を
電
化
す
る
に
は
、
こ
の

制
限
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
に
至
る

ま
で
非
電
化
の
ま
ま
な
の
だ
。

Ｔ
Ｘ
開
業
後
も
列
車
本
数
を
維
持

　

列
車
は
20
分
ほ
ど
で
守
谷
駅
に
到
着
し

た
。
こ
こ
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
Ｔ
Ｘ
）

と
の
乗
換
駅
で
、
平
成
17
年
の
同
線
開
業

に
合
わ
せ
て
常
総
線
の
駅
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
周
辺
の
開
発
は
今
な
お
活
発
で
あ
る
。

華
や
か
な
面
が
あ
る
一
方
で
、
Ｔ
Ｘ
の
開
業

は
関
東
鉄
道
の
経
営
を
根
幹
か
ら
変
え
た
。

　
「
当
社
沿
線
の
方
々
が
都
内
に
向
か
う

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
常
総
線
で
取
手
駅
ま

で
出
て
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
換
え
る
の
が
一
般
的

で
し
た
。
Ｔ
Ｘ
の
開
業
後
は
、
多
く
の
方

が
守
谷
駅
で
乗
り
換
え
た
り
Ｔ
Ｘ
の
最
寄

り
駅
へ
直
接
向
か
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
常
総
線
の
利
用
者
は
減
っ

て
い
ま
す
」
と
、
関
東
鉄
道
の
北
村
恵
喜

取
締
役
鉄
道
部
長
は
話
す
。
乗
客
の
減
少

に
加
え
、
乗
換
駅
が
変
わ
っ
た

こ
と
で
乗
車
区
間
が
短
く
な
り
、

運
賃
収
入
は
大
幅
に
減
少
。
現

在
は
ラ
ッ
シ
ュ
時

で
２
両
編
成
、
日

中
で
１
両
編
成
が

基
本
と
さ
れ
、
ワ

ン
マ
ン
運
転
や
無

人
駅
化
と
い
っ
た

合
理
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
た
だ
し
、
列
車
の
本
数
は
ほ
と
ん
ど
減

ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
部
分
の
無
駄
を

徹
底
的
に
削
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
利
便

性
を
損
な
わ
ず
に
運
営
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
」

速
達
性
と
割
引
き
っ
ぷ
で
攻
勢
に

　

沿
線
の
駅
で
降
り
て
列
車
を
撮
影
し
な

が
ら
、
水
海
道
駅
へ
。
こ
こ
か
ら
先
は
単

線
区
間
で
、
沿
線
の
風
景
も
住
宅
地
か
ら

田
園
地
帯
へ
と
一
変
す
る
。

右
手
に
筑
波
山
を
眺
め
な

が
ら
、
列
車
は
関
東
平
野

を
快
調
に
走
行
。途
中
、「
大

宝
」
と
い
う
縁
起
が
良
い

名
前
の
駅
を
見
つ
け
、
思

わ
ず
下
車
し
た
。
１
日
の

利
用
者
数
が
30
人
前
後
と

い
う
無
人
駅
だ
が
、
駅
舎

«« 新守谷駅
赤い壁と屋根を持つ橋上駅　
　沿線での住宅地開発に合わせ
て、昭和57年に開業した。関東
鉄道では珍しく、大きなロータ
リーを備えた橋上駅で、レンガ
調の壁や赤い瓦のとんがり屋根
が特徴。その美しさや、図書館
を併設した取り組みが評価され、
第１回「関東の駅百選」にも選
ばれた（図書館は平成9年に閉
館）。

«« 水海道車両基地
常総線の全てがここに集結
　小絹・水海道間にあり、工場や車庫機
能だけでなく鉄道部門の運転指令室や
乗務員詰所なども集まる、
まさに“常総線の要”。運転体
験や撮影会も開催され、好
評を博している。かつては
車両基地横の本線に乗務員
の乗降台が設けられ、営業
列車が一旦停止して乗務員
交代を行っていた。 住宅・都市整備公団（現在の都市再生機構）

による常総ニュータウンの「街びらき」の時
期に合わせて開業した

常総線で使用する全車両が所属している

北村恵喜取締役鉄道部長

車窓には関東平野の田園風景が広がる。後方
に見える山は筑波山

地域鉄道を訪ねて【茨城県】関東鉄道
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は
瓦か
わ
ら
ぶ葺
き
で
存
在
感
が
あ
る
。

　

列
車
は
最
後
に
右
へ
と
大

き
く
カ
ー
ブ
し
、
終
点
の
下
館

駅
に
到
着
。駅
の
入
口
に
は「
Ｔ

Ｘ
＆
常
総
ラ
イ
ン
往
復
き
っ

ぷ
」
の
大
き
な
P
R
看
板
が

あ
っ
た
。
こ
の
エ
リ
ア
か
ら
都
内
へ
は
両
線

を
使
う
ル
ー
ト
が
最
速
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

運
賃
面
で
も
優
位
性
を
出
せ
る
よ
う
割
引

切
符
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｘ
は
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
下
妻
・
下
館

エ
リ
ア
へ
と
観
光
客
を
呼
び
込
む
う
え
で
、

都
心
に
直
結
し
て
い
る
Ｔ
Ｘ
の
存
在
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
う
ま
く
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
に
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

わ
ず
か
３
駅
の
ミ
ニ
路
線
も

　

と
こ
ろ
で
、
関
東
鉄
道
は
常
総
線
の
ほ

か
に
竜
ヶ
崎
線
も
運
営
し
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
全
３
駅
、
長
さ
４・５
㎞
の
ミ
ニ
路
線
。

全
駅
と
も
ホ
ー
ム
が
竜
ヶ
崎
駅
を
向
い
て

右
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
転
士
が
ホ
ー

ム
を
確
認
し
や
す
い
よ
う
、
竜
ヶ
崎
方
の

運
転
席
は
通
常
と
逆
の
右
側
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
車
両
の
前
後
で
運
転
席
の
位
置

が
違
う
と
い
う
の
は
日
本
唯
一
で
、
な
か
な

か
面
白
い
光
景
だ
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
車
内
で
目
を
引
く
の

が
、
吊
り
革
に
付
け
ら
れ
た
コ
ロ
ッ
ケ
の

食
品
サ
ン
プ
ル
。
龍
ケ
崎
市
は
コ
ロ
ッ
ケ

で
街
お
こ
し
を
し
て
お
り
、
市
内
の
提
携

店
で
使
え
る
割
引
券
付
き
の
１
日
フ
リ
ー

き
っ
ぷ
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

そ
ち
ら
を
使
っ
て
列
車
に
乗
り
、
気
に
な
っ

て
い
た
精
肉
店
へ
一
目
散
。
地
元
産
の
米

粉
で
作
っ
た
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
レ
ン

コ
ン
の
歯
ご
た
え
と
マ
イ
タ
ケ
の
風
味
が

絶
品
だ
っ
た
。

　

飲
食
物
に
関
連

し
た
関
東
鉄
道
の

取
り
組
み
は
、
他

に
も
あ
る
。
常
総
線

で
は
取
材
日
の
こ
の
日
、
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
の
解
禁
に
合
わ
せ
た
「
ワ
イ
ン
列

車
」
を
運
行
。
約
40
人
が
今
年
の
新
酒
と

地
元
料
理
店
が
作
る
特
製
弁
当
を
堪
能
し

た
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
初
め
て
運
行
し

た
「
夜
行
列
車
」
は
、
受
付
開
始
か
ら
わ

ず
か
30
秒
で
完
売
す
る
人
気
ぶ
り
。
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
列
車
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
お
り
、
沿
線
は
も
ち
ろ
ん
全
国
か

ら
多
く
の
人
を
集
め
て
い
る
。

　
「
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
が
去
っ
て
も
お
客
様
の
減
少
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地

域
や
鉄
道
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

沿
線
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。
常
に
前

を
向
い
て
進
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
」
と

い
う
北
村
部
長
の
言
葉
に
は
、
関
東
鉄
道

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
地
域
の
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
ろ
う
と
す
る

姿
勢
が
表
れ
て
い
た
。

«« 下妻駅
映画「下妻物語」にも登場　
　映画化された小説「下妻物語」の舞
台で、駅をはじめ周辺の随所にロケ地
が点在。駅の無料レンタサイクルでロ
ケ地を巡るファンも多い。ビール列車
などがここで折り返
すことがあり、時に
は筑波山の伝統芸能
「ガマの油売り口上」
が保存会によって実
演されることも。

«« 大宝駅
関東最古の歴史を誇る八幡宮
　駅の東側にある大宝八幡宮は、大宝
元（701）年に創建された関東最古の八
幡宮として知られ、かつて
例大祭などの時には駅前が
人であふれかえったという。
境内の土俵では大相撲の力
士による稽古が行われるほ
か、あじさい祭りや菊花展、
流鏑馬神事など季節に合わ
せた行事が催される。

毎年11月に行われる菊花展 下妻駅の外観 時に行われる「ガマの油売り口上」

大宝八幡宮の随身門

大宝駅の入場券
が入ったお守り

吊り革に付けられたコロッケの食品サ
ンプルが楽しい

龍ケ崎市内には自慢のコロッケを提供
する店が点在する

コロッケなどが
買える割引券
の付いた1日フ
リーきっぷ

2021年のキャッチコピー
は「挑戦の末たどり着いた、
納得のヌーヴォー」

入地・竜ヶ崎間を走るキハ 2000形

竜ヶ崎方の運転台を右側に配置した、
珍しい車両構造
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サポーターの声
Supporter's Voice

　令和3年11月、第8期となる「関鉄レール☆メ
イト」3人の任命式が行われた。関鉄レール☆メイ
トは、関東鉄道常総線と竜ヶ崎線の活性化を応援す
るPRコンシェルジュとして平成 26年に誕生。関
東鉄道公認のもと、同社や地域のイベントなどに駆
け付け、その魅力をPRしている。その仕掛け人が、
「関鉄レールファンCLUB」の設立者であり会長の
十文字さんだ。
　「母が沿線で生まれたという縁もあり、関東鉄道
には子どもの頃からの思い出がたくさん詰まってい
ます。関東周辺でも廃止される鉄道が出ていた中、
何か恩返しをしたいと思い、平成14年に設立した
のが『関鉄レールファンCLUB』です。活動を続け
るうち、鉄道ファンの目線だけではなく、女性の活
力や感性を鉄道の盛り上げに活かしたいと考えるよ
うになり、『関鉄レール☆メイト』の取り組みを考
えました。実は、常総線で60年以上前に運行され
ていた特急列車の車内では、アテンダントがお茶な
どの無料サービスをしていたそうなんです。ファン

CLUBやレールメ
イトの活動を通じ
て、関東鉄道の魅
力や快適さを伝え
ていきたいと思っ
ています」
　設立から20年、

ファンCLUBと十文字さんの活動には、会社側も
大きな信頼を寄せている。「当社の状態やファンの
反応を、私たちよりも俯瞰的な目線で見てくださる
十文字さんの存在は、
とてもありがたいもの
です」（北村部長）。初
代駅舎のデザインを
残し、平成20年に建
て替えられた騰波ノ
江駅では、Nゲージ
（鉄道模型）の運転会
や駅出札体験のでき
る「とばのえステーションギャラリー」を毎月開催。
音楽大学に通うレールメイトの発案で、令和3年に
始めた駅コンサートは、関鉄の協力で守谷駅や竜ヶ
崎駅などでエレクトーン演奏が行われ、利用者から
「次はいつやるの？」と注目を集めている。
　「単なる鉄道ファンとしての目線だけではなく、
経営面や安全確保といった鉄道会社側の目線を持つ
よう、常に心がけています」と話す十文字さんは、
龍ケ崎市の地域公共交通活性化協議会やMaaS 推
進協議会など、官民共同の活動でも先頭に立つ。「大
きな人気スポットはありませんが、沿線には小さな
“知られざる魅力”が詰まっています。都心に近い
ローカル鉄道ならではの楽しみ方を、これからも会
社と二人三脚で提案してまいります」

«« 下館駅
３社が集まる筑西市の中心駅　
　関東鉄道と真岡鐵道、JRが集まるターミナル駅
で、関東鉄道は5・6番線から発着。JRとの共同
利用となっており、新型車両はメーカーの工場か
らここまで貨物列車で運ばれる。駅西側にある南
北連絡デッキに
は、人面土器や雷
神社に伝わる神楽
面を模したモニュ
メントが建てられ
ている。

«« 竜ヶ崎駅
駅のすぐ横に車両基地が！
　竜ヶ崎線の歴史は関東鉄道で最も古く、
明治33（1900）年に竜崎鉄道として開業。
現在の駅舎は2代目で、コ
ミュニティバスの待合室も
備える。駅の南側に車両基
地があり、“休憩中”の車両
が遠目に見られる。ちなみ
に市名の漢字は「龍ケ崎」で、
JR龍ケ崎市駅は関東鉄道佐
貫駅と隣接。 竜ヶ崎駅の外観（上）と隣接する車両基地で休

憩中の新旧車両（下） 3社の路線が集まるターミナル駅だ

北口と南口を結ぶペデスト
リアンデッキにある、トック
リの形をした人面土器のモ
ニュメント

関鉄と二人三脚で進める沿線の活性化
関鉄レールファンCLUB会長  十文字 義之 さん

交流のある北海道佐呂間町か
ら騰波ノ江駅に出向した、か
ぼちゃ駅長のマスコット人形

地域鉄道を訪ねて【茨城県】関東鉄道

毎月、騰波ノ江駅で開催される「と
ばのえステーションギャラリー」

第8期「関鉄レール☆メイト」の3人
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第７回 鉄道技術展2021に出展しました
　

令
和
３
年
11
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い
て
産
経
新
聞
社
が
主
催
す

る
「
第
７
回 

鉄
道
技
術
展
２
０
２
１
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
数
の
鉄
道
関
係
団
体

が
集
ま
る
技
術
の
見
本
市
で
あ
り
、
当
機
構
は

後
援
団
体
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

後
援
団
体
と
し
て
機
構
は
、
会
場
の
一
部
で

ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
機
構
改
革
の
取
り
組
み
で
、
プ
ッ
シ
ュ
型

の
情
報
発
信
に
よ
り
、
社
会
へ
の
認
知
度
や
業

界
団
体
等
と
の
協
力
関
係
・
信
頼
関
係
を
高
め

て
い
く
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
構
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
試

行
的
に
展
示
パ
ネ
ル
等
を
刷
新
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
に
お
い
て
は
、

機
構
の
事
業
や
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
資
料
を

パ
ネ
ル
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
文
章
を
簡
潔
な
も
の
と
し
、

歩
い
て
い
る
方
に
も
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
機
構
職
員
の
手
に
よ
り
訴
求
力
の
あ

る
も
の
に
一
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
構
の
実
績
を
記
載
し
た
年
表
を
作

成
し
、
機
構
と
し
て
の
組
織
の
歴
史
が
分
か
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
年
表
に
は
、
昨
年

８
月
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い

る
工
事
記
録
動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、

ス
マ
ホ
を
用
い
て
そ
の
場
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
機
構
の
総
合
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、機
構
が
作
成
し
て
い
る
資
料
や
グ
ッ

ズ
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
来
場
者
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮

し
つ
つ
、
来
場
者
へ
の
説
明
を
行

う
な
ど
、
機
構
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
今
回
の
取
り
組
み
を

活
か
し
つ
つ
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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機構パンフレットを手に取る来場者



展示パネル
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バイオ燃料を用いた試験航行を実施
～軽油を使用する船舶におけるバイオ燃料の利用可能性を探る～

　

令
和
３
年
11
月
12
日
、
広
島
・
宇
品
港
に
て
、
通
常
、
燃
料
と
し
て
軽
油
を
使
用
し

て
い
る
観
光
型
高
速
ク
ル
ー
ザ
ー
「
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
シ
ー
ス
ピ
カ
）
」
の
燃
料

の
一
部
に
バ
イ
オ
燃
料
「
サ
ス
テ
オ
」
を
給
油
し
、
試
験
航
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
円
滑
な
航
行
が
実
施
で
き
、
ま
た
、
計
測
デ
ー
タ
（
燃
費
、
排
気
温
度
等
）

を
後
日
分
析
し
た
結
果
か
ら
も
、
問
題
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
当
機
構
と
株
式
会
社
ユ
ー

グ
レ
ナ
（
以
下
、「
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
」）
が

締
結
し
た
「
包
括
連
携
に
関
す
る
基
本
合

意
書
」
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
第

一
弾
と
な
る
技
術
調
査
の
一
環
と
し
て
、

試
験
航
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ユ
ー
グ
レ
ナ
社
が
製
造
・
販
売
す
る
バ

イ
オ
燃
料
「
サ
ス
テ
オ
」
は
、
軽
油
と
同

等
の
分
子
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

軽
油
を
使
用
す
る
船
舶
に
お
い
て
、
利
用

で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
瀬
戸
内
海
汽
船
株
式
会
社
及

び
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
協
力
の

も
と
、
軽
油
を
使
用
し
て
い
る
観
光
型
高

速
ク
ル
ー
ザ
ー
「
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」

を
用
い
た
試
験
航
行
を
行
い
、
そ
の
利
用

可
能
性
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
航
行
で
は
、
通
常
の
軽
油
を
用
い

た
場
合
と
同
様
に
、
燃
料
の
一
部
に
「
サ

ス
テ
オ
」
を
用
い
た
場
合
で
も
円
滑
な
運

航
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

試験航行での一幕。左から、「SEA SPICA」アンバサダー STU48（鈴木さん、小島さん）、ユーグレナ社　出雲社長、JR西日本　藏原広島支社長、
鉄道・運輸機構　河内理事長、瀬戸内海汽船　仁田社長、ひろしま自動車産学官連携推進会議　小島エネルギー専門部会長、中国運輸局　多門局長

次世代バイオディーゼル燃料「サステオ」とその原料

「SEA SPICA」のエンジン ヤンマーパワーテクノロジー㈱ 製
  6AYP-WGT　　　　　 （画像提供：ヤンマーパワーテクノロジー㈱）

試
験
航
行
の
概
要
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も
に
、
燃
費
や
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
温
度
等

に
係
る
各
種
デ
ー
タ
を
計
測
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
試
験
航
行
の
計
測
デ
ー
タ
と
海

上
試
運
転
時
等
の
試
験
航
行
前
の
計
測

デ
ー
タ
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
バ
イ
オ
燃

料
を
給
油
し
た
こ
と
に
よ
る
悪
影
響
は
な

く
、
問
題
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

本
技
術
調
査
の
報
告
書
は
当
機
構
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

（https://w
w
w
.jrtt.go.jp/ship/

technology/report.htm
l

）

　

試
験
航
行
の
一
部
は
、
試
乗
会
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
に
公
開
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、中
国
運
輸
局 

多
門
局
長
、

ひ
ろ
し
ま
自
動
車
産

学
官
連
携
推
進
会

議 

小
島
エ
ネ
ル
ギ
ー

専
門
部
会
長
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
「
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
Ｓ
Ｔ
Ｕ

48
（
鈴
木
彩
夏
さ
ん
、

小
島
愛
子
さ
ん
）
に

も
参
加
い
た
だ
き
、

試
乗
会
は
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
試
験
航
行
に
続
き
、
Ａ
重
油
を

使
用
す
る
船
舶
で
の
利
用
に
向
け
た
技
術

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
重
油
は
軽
油
と
は
成
分
・
性
状
が
異

な
る
燃
料
で
あ
り
、「
サ
ス
テ
オ
」
と
の
混

合
時
の
沈
殿
物
発
生
等
が
想
定
さ
れ
る
こ

「サステオ」を給油した場合でも、円滑に航行できました

試乗会前の「SEA SPICA」への「サステオ」給油の様子

試験航行時の操舵室の様子

給油を終え、いよいよ出航。STU48のお二人による銅鑼の音が広島・宇
品港に鳴り響きました

と
か
ら
、
混
合
時
の
状
態
確
認
や
混
合
燃

料
に
よ
る
陸
上
試
験
を
実
施
し
、
今
年
度

中
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

当
機
構
で
は
引
き
続
き
、
バ
イ
オ
燃
料

の
利
用
可
能
性
の
検
討
を
は
じ
め
、
内
航

海
運
業
界
の
低
炭
素
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

試
験
航
行
の
様
子

今
後
の
取
り
組
み

こちらのQRコードから
も報告書の公表ページ
をご覧いただけます。



　

当
機
構
は
、
内
航
海
運
に
携
わ
る
皆
様

の
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
べ
く
最
新
の

情
報
提
供
の
機
会
と
し
て
、
令
和
３
年
11

月
29
日
（
月
）
に
令
和
３
年
度
内
航
船
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
機
構
の
最

近
の
取
り
組
み
、
船
舶
分
野
に
お
け
る
バ

イ
オ
燃
料
の
活
用
、
多
数
の
低
軌
道
衛
星

を
利
用
し
た
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
構
想
、

走
錨
リ
ス
ク
判
定
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
、

お
よ
び
内
航
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
に
関
す
る
最
新
情
報
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、
今
回
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
会
場
で
の
参
加

お問い合わせ先 お問い合わせ内容 電話番号 電子メール FAX番号

鉄道・運輸機構
共有船舶建造支援部

技術支援課 計画、建造中および竣工後の
テクニカルサポート 045-222-9123

ses1@jrtt.go.jp 045-222-9150技術企画課 技術調査、
新技術の開発および導入の促進 045-222-9124

建造促進課 共有船の建造 045-222-9138

▼セミナーに対するご意見・ご感想、また、セミナーでご紹介した議題、技術支援業務などについてのお問い合わせは下記までご連絡ください。
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令和3年度内航船支援セミナーを開催

を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
、

合
わ
せ
て
２
５
０
名
以
上
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
盛
況
を
博
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

定
員
の
関
係
で
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
皆
様
に
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、

次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

当
機
構
は
今
後
も
、
内
航
海
運
に
携
わ

る
皆
様
に
最
新
の
情
報
を
随
時
ご
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

講演内容

講演テーマ：「労働環境改善船」の設備要件
　　　　　見直し案および共有建造制度
                の主な改正点
講演者：鉄道・運輸機構　共有船舶建造支援部　
　　　　担当部長　齋藤　徳篤

講演テーマ：ユーグレナ社バイオ燃料の
              取組について
              ～船舶分野での可能性～
講演者：株式会社ユーグレナ　執行役員
　         エネルギーカンパニー長　尾立　維博氏

講演テーマ：ソフトバンクのNTN※構想
講演者：ソフトバンク株式会社　
　　　　サービス企画技術本部　グローバル通信事業統括部　
　　　　担当部長　押田　祥宏氏
※Non-Terrestial Network：低軌道衛星通信「OneWeb」を含む
　空からの通信

講演テーマ：走錨リスク判定システム
　　　　（錨ing（イカリング））
講演者：国土交通省　海事局　安全政策課　
　　　　課長補佐　深石　晃氏（写真上）
講演者：国立研究開発法人　
　　　　海上・港湾・航空技術研究所　
　　　　海上技術安全研究所　流体性能評価系　
　　　　上席研究員　宮崎　英樹氏（写真下）

講演テーマ：内航カーボンニュートラル
　　　　　推進に向けた検討
講演者：国土交通省　海事局　海洋・環境政策課　
　　　　技術企画室長　河合　崇氏

セミナー会場（機構本社20階　第1・第２会議室）
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▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、明
る
い
1
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
2
0
2
2
年
新
春
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
巻
頭
言
で
は
、
平
野
理
事
長
代
理
よ
り
「
未
来
を
拓
く
」
と

し
て
令
和
4
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
機
構
が
挑

戦
し
て
い
く
「
未
来
」
と
「
鉄
道
開
業
1
5
0
周
年
」
と
を
重
ね
合

せ
て
、
大
き
な
節
目
に
な
る
1
年
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

▼
本
号
の
特
集
、
平
成
9
年
開
業
の
「
北
陸
新
幹
線
（
高
崎
・
長
野

間
）
の
そ
の
後
」
で
は
、
沿
線
地
域
の
紹
介
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
浸

透
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
、
よ
り

一
層
の
新
幹
線
通
勤
の
定
着
が
進
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
高
速
鉄

道
が
も
た
ら
す
平
日
の
通
勤
時
間
や
休
日
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
、
夏
季
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
「
機
構
改

革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。

▼
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
に
お
け
る
地
下

駅
の
建
設
を
担
当
す
る
新
横
浜
鉄
道
建
築
建
設
所
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
来
年
度
下
期
に
開
業
予
定
の
同
線
は
、
ま
さ
に
建
設
工
事
の
大

詰
め
で
も
あ
り
、
駅
部
の
内
装
工
事
だ
け
で
な
く
、
軌
道
工
事
も
並

行
し
て
進
め
る
な
ど
、
今
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
現
場
の
様

子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
末
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

「
相
鉄
・
東
急
直
通
線
現
場
レ
ポ
ー
ト
」
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ま
た
、
今
回
の
記
事
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
秋
頃
に
は
西
九

州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
般
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
報
道
公
開
で
新
型
車
両
「
か
も
め
」
が
お
披
露

目
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
く
、
近
日
中
に
佐
賀
・
長
崎
県
を
試

運
転
車
両
が
走
り
だ
す
姿
を
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
ら

な
く
な
り
ま
す
。

▼
今
回
の
記
事
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
当
機
構
を
取
り
巻

く
環
境
、
時
節
に
合
っ
た
話
題
を
た
く
さ
ん
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
、

広
報
課
と
し
て
も
、
絶
え
ず
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。
記
事
に
対
す

る
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
宛
先
は
当
機
構

Ｈ
Ｐ（
広
報
課
メ
ー
ル
窓
口
）に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。（
広
報
課
長
）
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My 
Favorite

Train
私のイチ押し、すてきな列車

フクイサウルスにフクイラプトル。さ
らにホームのベンチにも恐竜。
まさにジュラシックパークのような福
井駅は、今、北陸新幹線工事の真っ
只中です。
そのお隣には、えちぜん鉄道の福
井駅。かつては控えめな地上駅でした
が美しい高架駅に生まれ変わりました。
駅舎に入れば待合室にはグランドピ

アノの音色が響き渡り、ホーム階へ上
がれば駅名標から番線の標示まで木材
がふんだんに使用されていて、至ると
ころにぬくもりを感じます。
そして車止めの先、ひょっとすると
線路が伸びてそのまま新幹線ホームへ
…なんて想像も。利便性の追求だけで
なく、ゆとりのあるデザインは気持ち
がホッとします。
えちぜん鉄道といえばアテンダント

さん。以前私が乗っていた時、おば
あちゃんの重たそうな荷物を持ってあ
げて乗り降りをサポートされていまし
た。その時ちらっと聞こえた方言が何
とも温かく気分がほっこり。大事な思
い出です。
旅の終わりにはお気に入りの羽二重
餅を買って、特急サンダーバードへ。
変わる福井駅。ぬくもりはやがて熱

を帯び、太陽のように旅人を包み込ん
でくれることでしょう。

特急サンダーバード
　画像提供：PIXTA

福井駅（撮影：令和3年11月）

文と写真

斉藤雪乃
（タレント）

えちぜん鉄道の福
井駅。ガラス張りで
外からも2階のホー
ムと電車が見える

福井駅ホームでのえちぜん鉄道6000形

木材がふんだんに使用され
た、えちぜん鉄道福井駅

編

集

後

記

［特急サンダーバードと変わる福井駅］
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